
徹底しよう
午後4時から及び明け方7時ころまでのライト点灯
横断歩道、同付近及び交差点右左折時の安全確認徹底

（1）

2015 № 517（11月号）

全国労働衛生週間行事記録
当社の50期の始まりとともに、全国労働衛生週間が10月1日から7日まで展開されました。

普通救命講習 10/2

心肺蘇生・AED の使用手順・出血時の止血方法等の訓
練を７名の方が行いました。

３年に一度くらいは繰り返し訓練を行いましょう。

場内教習 10/6

遠鉄浜岡自動車
学校にて 6 名の方
が受講しました。
学科、実地とも平
均 点 が 80 点 以 上
という好成績でし
たが、自分の運転
を過信せず今一度
初心に戻り安全運
転に心掛けましょ
う。

防災訓練 10/1

9 時に静岡県西部で震度 5 強の地震が発生したとの想定
で実施。一斉メールにて全職員に連絡されました。

社内パトロール・環境整備 10/3

安全委員により現場に危
険行為や箇所がないか確認
が行われました。

社屋周りと掛川浜岡線沿
いの草刈りを行いました。

安全で行こう
ヨシ !!

交通死亡事故多発



十
月
八
日
、
第
五
十
期
の

経
営
計
画
に
つ
い
て
の
全
体

会
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
ず
社
長
よ

り
前
期
の
反
省
と
五
十
期
の
目
標
に
つ

い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

前
期
は
、
土
木
工
事
の
売
上
が
伸
び

ず
全
体
の
売
上
も
減
少
し
ま
し
た
。
春

か
ら
夏
に
か
け
て
工
事
の
受
注
が
少
な

か
っ
た
こ
と
が
原
因
の
一
つ
で
す
。
会
社

全
体
の
課
題
で
す
が
民
間
工
事
の
受
注

に
よ
り
、
年
間
を
通
し
て
工
事
の
平
準

化
が
図
れ
る
よ
う
全
員
が
営
業
と
い
う

気
持
ち
で
行
動
し
て
ほ
し
い
で
す
。
ま

た
、
工
事
の
工
期
内
完
成
も
目
標
で
し

た
が
、
な
か
な
か
達
成
ま
で
に
は
至
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
ど
う
し
よ
う
も
な
い

事
情
も
あ
り
ま
す
が
普
段
か
ら
の
交
渉

力
や
地
元
、
発
注
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
に
よ
る
戦
略
が
重
要
に
な
っ
て

き
ま
す
。

ま
た
、
今
期
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
「
継

続
的
な
組
織
体
制
を
構
築
す
る
」
で
あ

り
ま
す
。
一
人
ひ
と
り
の
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
と
共
に
将
来
に
向
け
た
体
制
作
り
も

重
要
で
あ
り
ま
す
。
個
人
目
標
の
達
成
、

各
部
門
の
目
標
達
成
は
も
ち
ろ
ん
で
す

が
、
自
分
は
関
係
な
し
で
は
な
く
全
体

方
針
に
つ
い
て
も
全
員
が
真
摯
に
受
け

止
め
、考
え
、行
動
を
し
て
ほ
し
い
で
す
。

品
質
方
針
の
中
に
あ
り
ま
す
「
関
係
す

る
人
々
の
ニ
ー
ズ
と
ル
ー
ル
に
心
を
く
ば

る
」「
話
合
い
と
報
連
相
に
心
を
く
ば
る
」

を
念
頭
に
相
手
の
ニ
ー
ズ
や
、
先
を
考

え
な
が
ら
行
動
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
社
内
で
の
報
連
相
を
密
に
情
報

の
共
有
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
五
十

期
の
目
標
が
達
成
で
き
る
よ
う
に
し
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

社
長
か
ら
の
説
明
の
後
、
安
全
部
、

全
体
の
計
数
編
に
つ
い
て
説
明
を
受
け

ま
し
た
。
そ
の
後
、
各
部
門
に
分
か
れ

今
期
の
目
標

を
確
認
し
合

い
ま
し
た
。

一
年
は
す
ぐ

過
ぎ
て
い
き

ま
す
の
で
や

り
残
し
等
無

い
よ
う
毎
日

意
識
し
て
業

務
を
行
っ
て

い
き
ま
し
ょ

う
。

九
月
二
十
五
日
、
二
十
六
日
に
渡
り

愛
知
県
田
原
市
で
建
設
中
の
初
立
池
耐

震
補
強
工
事
及
び
愛
知
県
岡
崎
市
で
建

設
中
の
第
二
東
名
高
速
道
路
牧
平
工
事

の
視
察
研
修
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

初
立
池
は
、
豊
川
用
水
東
部
幹
線
路

の
末
端
に
位
置
し
て
い
る
調
整
池
で
、

こ
の
工
事
で
は
、
堤
体
を
大
規
模
地
震

に
対
す
る
安
全
性
を
確
保
す
る
た
め
に

行
っ
て
い
る
耐
震
補
強
工
事
を
行
っ
て
い

ま
し
た
。
池
内
を
掘
削
し
た
土
砂
を
盛

土
材
と
し

て
利
用
し

て
い
た
た

め
、
盛
土

材
の
品
質

を
確
保
す

る
の
に
大

変
苦
労
さ

れ
た
よ
う
で
し
た
。

第
二
東
名
高
速
道
路
牧
平
工
事
で
は
、

岡
崎
市
樫
山
町
か
ら
岡
崎
市
鹿
勝
川
町

ま
で
の
三
四
〇
〇
ｍ
区
間
で
土
工
、
法
面

工
、
函
渠
、
橋
梁
、
調
整
池
等
々
の
施

工
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
。こ
の
工
事
で
は
、

掘
削
土
に
重
金
属
対
策
土
（
ひ
素
や
鉛

な
ど
重
金
属
等
を
含
む
岩
石
や
土
壌
）

や
黄
鉄
鉱
対
策
土
（
熱
水
変
質
帯
や
海

成
泥
岩
層
な
ど
に
含
ま
れ
る
鉱
物
で
、

水
・
空
気
と
の
化
学
反
応
で
酸
性
水
を

生
成
し
，
周
辺
環
境
に
影
響
を
及
ぼ
す

こ
と
が
あ
る
土
壌
）
が
出
現
し
た
た
め
、

対
策
と
し
て
本
線
内
へ
の
封
じ
込
め
対

策
盛
土
と
し
、
土
壌
汚
染
へ
の
対
策
が

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
現
場
に
は

矢
作
川
水
系
の
小
河
川
が
多
数
横
断
し

て
い
た
た
め
汚
濁
防
止
と
し
て
最
新
鋭

の
防
止
対
策
で
は
な
く
、
矢
作
川
水
質

保
全
協
議
会
が
提
示
し
て
き
た
昔
な
が

ら
の
防
止
対
策
を
実
施
し
、
地
元
へ
の

配
慮
に
も
苦
労
さ
れ
た
よ
う
で
し
た
。

ど
ち
ら
の
現
場
も
、
施
工
方
法
の
工

夫
や
、
環
境
へ
の
配
慮
な
ど
大
変
興
味

深
く
見
学
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

工
事
の
大
き
さ
は
違
い
ま
す
が
、
よ
り

良
い
も
の
を
作
る
た
め
に
、
今
回
の
経

験
を
活
か
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（2）

社
内
全
体
会
議

第二東名（牧平工事）

初立池

技
士
会
袋
井
地
区

県
外
視
察
研
修



新
野新

野
地
区
恒
例
の
案
山
子
祭
り
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
地
域
の
シ
ン
ボ
ル
新
野

川
に
四
十
三
体
の
案
山
子
が
設
置
さ
れ
、

昨
年
は
お
休
み
し
ま
し
た
が
、
今
年
は

増
田
組
と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。

今
年
の
作
品
は
ち
び
ま
る
子
ち
ゃ
ん

の
サ
ブ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
『
は
な
わ
君
』
を

モ
チ
ー
フ
に
全
職
員
総
出
で
製
作
を
行

い
ま
し
た
。
少
な
い
製
作
日
数
の
中
手

足
の
製
作
な
ど
の
役
割
分
担
を
決
め
、

最
後
に
つ
な
ぎ
合
わ
せ
る
こ
と
で
何
と

か
仕
上
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

残
念
な
が
ら
入
賞
は
出
来
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
や
っ
ぱ
り
物
作

り
は
楽
し
い
で
す
ね
。

（3）

朝
晩
は
少
し
肌
寒
く
季
節
の
移
り
変

わ
り
を
肌
で
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
き
ま
し
た
。今
回
は
私
共
の
ソ
ー
ニ
ョ

Ｆ
Ｃ
で
月
に
一
度
行
っ
て
い
る
ジ
ュ
ニ

ア
ス
ク
ー
ル
（
小
学
生
）
と
ジ
ュ
ニ
ア

ユ
ー
ス
（
中
学
生
）
の
交
流
練
習
に
つ

い
て
お
話
し
を
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

「
憧
れ
が
出
発
点
」

ソ
ー
ニ
ョ
Ｆ
Ｃ
で
は
月
に
一
度
、

ジ
ュ
ニ
ア
ス
ク
ー
ル
の
小
学
生
と
中
学

一
年
生
が
一
緒
に
練
習
を
す
る
交
流
練

習
と
い
う
試
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。
自

由
参
加
の
こ
の
活
動
で
す
が
、
毎
回
多

く
の
子
ど
も
達
が
参
加
し
て
く
れ
と
て

も
活
気
の
あ
る
活
動
に
な
っ
て
き
て
い

ま
す
。
小
学
生
の
子
ど
も
達
は
先
輩
で

あ
る
中
学
生
と
一
緒
に
練
習
す
る
こ
と

で
小
学
生
だ
け
の
活
動
で
は
得
ら
れ
な

い
新
し
い
発
想
や
技
術
の
イ
メ
ー
ジ
を

広
げ
た
り
、
今
ま
で
以
上
に
サ
ッ
カ
ー

に
対
す
る
意
欲
や
関
心
を
持
つ
こ
と
が

で
き
ま
す
。
ま
た
、
中
学
生
に
と
っ
て

も
小
学
生
に
教
え
る
こ
と
・
伝
え
る
こ

と
で
自
分
自
身
が
こ
こ
ま
で
積
み
重
ね

て
き
た
こ
と
を
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
す
る
と

い
う
貴
重
な
機
会
で
す
。
自
分
が
で
き

る
と
い
う
こ
と
と
人
に
伝
え
る
と
い
う

の
は
や
は
り
別
物
で
、
毎
回
小
学
生
と

積
極
的
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図

り
な
が
ら
試
行
錯
誤
し
て
い
る
中
学
生

の
姿
が
見
ら
れ
ま
す
。
小
学
生
に
と
っ

て
は
中
学
生
の
お
兄
さ
ん
達
は
憧
れ
の

存
在
で
あ
り
、
中
学
生
に
と
っ
て
小
学

生
の
ス
ク
ー
ル
生
は
可
愛
い
弟
の
よ
う

な
存
在
。
そ
ん
な
年
代
を
越
え
た
繋
が

り
を
ク
ラ
ブ
で
創
っ
て
い
け
た
ら
と

思
っ
て
い
ま
す
。

私
に
も
小
学
生
の
頃
に
憧
れ
の
存
在

だ
っ
た
先
輩
が
い
ま
し
た
。
そ
の
先
輩

の
プ
レ
ー
は
も
ち
ろ
ん
、
履
い
て
い
る

ス
パ
イ
ク
や
服
装
を
真
似
し
た
り
と
と

に
か
く
そ
の
先
輩
に
憧
れ
な
が
ら
、
毎

日
一
緒
に
サ
ッ
カ
ー
を
し
て
い
た
こ
と
を

今
で
も
鮮
明
に
覚
え
て
い
ま
す
。

「
こ
の
人
の
よ
う
に
な
り
た
い
！
」

「
こ
ん
な
風
に
な
れ
る
よ
う
に
頑
張
ろ

う
！
」
そ
ん
な
憧
れ
を
持
つ
こ
と
が

サ
ッ
カ
ー
の
み
な
ら
ず
子
ど
も
達
に

と
っ
て
大
切
な
こ
と
で
は
な
い
の
か
な

と
考
え
て
い
ま
す
。
先
日
、
久
し
ぶ
り

に
会
っ
た
そ
の
先
輩
の
息
子
さ
ん
が

ジ
ュ
ニ
ア
ス
ク
ー
ル
に

参
加
し
て
く
れ
ま
し

た
。
時
の
流
れ
を
感
じ

な
が
ら
、
新
た
な
縁
や

出
会
い
に
感
謝
を
持
っ

て
今
後
も
小
学
生
と
中

学
生
の
交
流
練
習
を
大

切
に
続
け
て
い
こ
う
と

思
い
ま
す
。

【
ソ
ー
ニ
ョ
Ｆ
Ｃ　

Ｊ
Ｙ
第
三
期
生

二
〇
一
六
年
度
新
中
学
一
年
生
募
集
中
！
】

ソ
ー
ニ
ョ
Ｆ
Ｃ
で
は
、
中
学
生
チ
ー

ム
で
あ
る
ジ
ュ
ニ
ア
ユ
ー
ス
（
Ｊ
Ｙ
）

の
第
三
期
生
と
し
て
活
動
す
る
来
年
度

新
中
学
一
年
生
の
選
手
募
集
を
行
っ
て

い
ま
す
。

来
年
度
は
Ｊ
Ｙ
始
動
三
年
目
を
迎

え
る
年
で
あ
り
、
中
学
一
年
生
か
ら
三

年
生
ま
で
の
三
学
年
が
揃
う
ク
ラ
ブ
に

と
っ
て
記
念
す
べ
き
年
で
も
あ
り
ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、
第
三
期
生
と
な
り

ま
す
新
中
学
一
年
生（
現
小
学
六
年
生
）

を
対
象
に
し
た
体
験
練
習
会
を
開
催
い

た
し
ま
す
。
詳
細
は
ソ
ー
ニ
ョ
Ｆ
Ｃ
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
の
上
、
お
気
軽

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

http://sonhofc.net 
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久
道
翔
太

案
山
子

祭
り



発
行　
　

増　

田　

組

TEL
〇
五
三
七
―
八
六
―
三
二
四
五

FAX
〇
五
三
七
―
八
六
―
六
六
七
五

E
m

ail m
asudagum

i1@
m

ail.w
bs.ne.jp

U
R

L http://w
w

w
.m

asudagum
i1912.co.jp

（4）

行
事
記
録
（
9
27

〜
10
26

）

9
28	

御
前
崎
市
商
工
会
・
理
事
会

	

御
前
崎
市
商
工
会「
ま
つ
り
実
行
委
員
会
」

10
1
～
10
7	

全
国
労
働
衛
生
週
間

10
1	

土
木
工
事
積
算
実
務
講
習
会
・
静
岡

	

御
前
崎
市
建
設
業
組
合　

役
員
会

10
5	

昭
和
会
西
部
ブ
ロ
ッ
ク
研
修
会
・
浜
松

10
6	

受
発
注
者
合
同
説
明
会
・
静
岡

10
8	

社
内
全
体
会
議

10
10
～
10
11	

地
区
祭
典

10
20	

内
外
情
勢
調
査
会
中
東
遠
支
部
懇
談
会
・
掛
川

	

技
士
会
袋
井
地
区
代
議
員
・
土
木
部
会
員
合
同
会
議
・
袋
井

	

第
三
回
技
術
者
講
習
会
・
袋
井

10
21	

ヤ
マ
ハ
サ
ポ
ー
ト
＆
サ
ー
ビ
ス
㈱
第
九
回
安
全
衛
生
協
議
会
総
会
・
磐
田

	

シ
ー
テ
ッ
ク
浜
岡
協
力
会
「
Ｋ
Ｙ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
」
実
施

	

は
い
か
い
高
齢
者
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
協
力
事
業
所
連
絡
会

10
22	

社
内
安
全
衛
生
大
会

	

御
前
崎
市
商
工
会
・
理
事
会
・
総
務
委
員
会

行
事
予
定
（
10
27

〜
11
26

）

10
27	

か
け
し
ん
経
営
者
協
議
会
青
年
部
会
第
四
ブ
ロ
ッ
ク
研
修
会
及
び
懇
親
会

	

第
七
回
袋
井
建
設
業
協
会
広
報
委
員
会
・
袋
井

10
30	

自
民
党
静
岡
県
支
部
連
合
会
党
員
党
友
の
集
い
・
浜
松

10
30
～
10
31	

袋
井
建
協
広
報
委
員
会
視
察
研
修
・
宮
城

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
期
間
中
、

浜
岡
北
小
学
校
の
児
童
が
安
全
に
登
校

で
き
る
よ
う
お
手
伝
い
を
し
ま
し
た
。

朝
も
肌
寒
く
な
っ

て
き
た
中
、
元
気

に
登
校
し
て
く
る

子
供
た
ち
が
事
故

に
遭
わ
な
い
よ

う
、
横
断
歩
道
に

て
安
全
の
確
認
を

行
い
ま
し
た
。

当
社
で
は
、
一
昨
年
、
昨
年
に
引
き
続

き
今
年
も
参
加
し
ま
す
。
出
展
内
容
は

ま
だ
決
定
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
昨
年
の
反

省
を
活
か
し
て
よ
り
お
客
様
目
線
に
よ
る

出
展
が
出
来
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

産
業
ま
つ
り
は
、
御
前
崎
市
内
外
の

企
業
、
団
体
等
が
出
展
、
販
売
を
行
っ

て
い
ま
す
。
昨
年
は
、
中
高
生
の
吹
奏

楽
部
に
よ
る
演
奏
も
聞
く
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。
二
日
間
の
開
催
中
、
様
々
な

イ
ベ
ン
ト
や
催
し
を
開
催
し
て
い
ま
す

し
、
食
べ
物
や
特
産
物
等
の
販
売
も

行
っ
て
い
ま
す
。
丸
一
日
、
ど
な
た
で

も
楽
し
め
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
御
前
崎
市
大
産
業
ま
つ
り
に
お
出

か
け
に
な
る
際
は
、
当
社
の
展
示
コ
ー

ナ
ー
に
も
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

静
岡
県
内
で
は
夕
暮
れ
か
ら
夜
間
の
歩

行
者
事
故
を
抑
止
す
る
た
め
、
自
発
光
式

反
射
材
の
着
用
を
推
進
す
る
『
ピ
カ
ッ
と

作
戦
！
』
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
自
動
車・

自
転
車
の
早
め
の
ラ
イ
ト
オ
ン
や
歩
行
者
・

自
転
車
の
自
発
光
式
反
射
材
の
着
用
を

呼
び
掛
け
、
道
路
を
利
用
す
る
す
べ
て
の

人
が
お
互
い
の
存
在
を
早
期
に
発
見
す
る

こ
と
で
交
通
事
故
を
防
止
す
る
目
的
で
実

施
し
て
い
ま
す
。

自
発
光
式
反
射
材
と
は
ラ
イ
ト
等
が

内
蔵
さ
れ
た
、
光
が
当
た
ら
な
く
て
も
自

ら
光
る
反
射
材
の
こ
と
で
す
。
様
々
な
種

類
が
あ
り
、
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
や
量
販
店

等
で
買
う
こ
と
が
出
来
る
の
で
、
一
度
探

し
て
み
て
は
。

校校

補補

助助

登登

第
十
一
回

御
前
崎
市
大
産
業
ま
つ
り

十
一
月
二
十
一
日
（
土
）
二
十
二
日
（
日
）

ピカッ
作戦 !

と
ピカッ
作戦 !

と

11月安全努力目標

作業安全
・第三者に配慮した安全施設の設置  
・吊り作業時での合図は確実に 
交通安全

・速度を控え交差点での安全確認の徹底  
環境目標

・離席時に蛍光灯・パソコン等の電源ＯＦＦを
行いましょう 

年度安全標語〈経験と慣れが生みだす大きな過心 
初 心 に 返 り 安 全 確 認 〉

マナー向上月間〈11/1～ 11/30〉


